
３月４日、東自教労組はとしま産業振

興プラザで第25回中央委員会を開催し、

２１春闘方針、統一要求、秋闘・年末一

時金総括を満場一致で確認しました。今

回は、コロナ渦ということでオンライン

による参加も認めて行われました。

来賓には、日通労組・細川委員長と日

本共産党の前衆議員・池内さおり氏が駆

けつけました。

主催者挨拶で熊谷委員長は「コロナの

影響による失業者が非正規社員を中心に8

万人を超える大変厳しい情勢にあります

が、そのような中でも自教職場の多くは

例年にも増して入所者が集まり繁忙期と

なっています。東自教・共闘労組の仲間

は自らの感染防止に努めながら繁忙期の

協力を行い、教習生のニーズに応えるべ

く日々努力しています。２１春闘

では、命をかけ生活時間を削って働いて

いる仲間に対して、会社は大幅賃上げと

一時金の増額で日々の努力に応える責務

がある。今年は、春闘が始まって65年目

を迎えますが、この間多くの先輩方が、

労働組合の使命として、幾多の困難に遭

遇しながらも賃上げによって組合員と国

民生活の向上を図り、また、社会経済構

造的な問題解決に向けて並々ならぬ努力

を重ねてきました。

私たち、東自教・共闘労組もこの運動

を継承していかなければなりません。２

１春闘を団結し奮闘していこう」と述べ

ました。

さらに、提起した春闘方針案、統一要

求についても満場一致で確認されました
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皆さんはじめまして、日本共産党前衆議

院議員の池内さおりです。お招きありがと

うございます。

経営側の血も涙もない攻勢に対して、職

場のみなさんの団結で、人間らしく働ける

為にコロナ禍の中でも全力を尽くされてい

るみなさんに、私は本当に希望を頂いてい

る、そんな時間をいただいています。

私も今、自動車学校に通っています。そ

こで働く教習指導員の労働環境が守られて

私たちに運転の技術を教えてくれる、そう

いう環境が一番理想だと思うので、みなさ

んが給料的にも職場環境的にも守られ、安

全に仕事をされている事を少しでも感じな

がら時間を共有させていただいており、本

当に嬉しいとおもいます。

私は日本共産党の小選挙区候補であり、

また比例東京ブロックの予定候補となって

います。

前回の総選挙で、83000票を超える得票を

いただいたのですが、小選挙区では力不足

で議席を失い、比例の方でも日本共産党は

３議席まで届かせる事が出来ませんでした。

国会議員時代は１期勤め、ジェンダー

(男らしさ、女らしさ)の価値観が人権の制

約になっている、そのような角度で国会で

取り上げた事は新しかった。そして、ヘイ

トスピーチ、性暴力のテーマも憲政史上初

めてだったと思いますが、70分間質問時間

をまるまる使って国会で取り組んできまし

た。

私は、本来対等であるはずの人権が尊重

されない、この事実に深い憤りと絶対に見

過ごせないという強い思いを持っているの

で、次に国会に戻っても、個人の尊厳・対

等に生きられる日本社会を実現するために

がんばっていきたいと思います。

菅政権は人権軽視も甚だしい、冷たい政治

だと思います。コロナ渦で「みんな苦しい・

飯が食っていけない」という状況下で「自

助」の号令をかけるばかりでまともな補償

も無い。また、このコロナ渦で75歳の医療

費の窓口負担を２倍にした。なんと冷たい

政治なのか。

現在、政治と企業の癒着はぼろぼろ出て

きています。こうした政府に対して立憲民

主党も含めて野党共闘が進んでいます。国

会の中で初めてとなる予算の組替え動議を

共同提案することが出来ました。

市民と野党共闘が国会の中で台風の目の

にもなり、あらたな政権構想というところ

に進み始めています。

わたしも東京１２区で一人一人の声が届

く、皆さんの働く状況が守られる、その当

たり前の政治・あたたかい政治を皆様と切

り開き、作っていきたいということを申し

上げまして、皆様へのご挨拶とさせていた

だきます。
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日本通運は2月22日、完全子会社の日通自動

車学校が手がける自動車教習事業を、同業他社

のマジオネットへ譲渡すると発表しました。同

時に、日通自動車学校労組にも同日に発表があ

りました。

今回の事業譲渡は、日通本体が進める事業の

選択と集中の一環として実施するもので、連結

子会社の日通旅行とエヌ・ティー・エス（NTS）

も３月末で解散すると発表しています。

自動車学校の事業譲渡は、日通が今回の事業

譲渡のために新会社の杉並自動車学校を新設し、

日通自動車学校が吸収分割によって自動車教習

事業に関する権利義務を杉並自動車学校に承継

させた後、杉並自動車学校の全株式をマジオネッ

トへ譲渡するというもの。

自動車教習事業の吸収分割と株式譲渡の実施

予定日は、3月31日。日通自動車学校は、7月中

に清算する予定としています。

過去、企業譲渡を理由に職員の賃金･労働条

件が一方的に引き下げられたり、組合弱体化攻

撃が仕掛けられ、ストライキや法廷闘争などの

争議になった事例が多くあることから、日通労

組と共闘会議、共同センターに加盟する全国の

自教労働者が様々な情報交換を行うことにしま

した。

また、３月５日には江東総合法律事務所で関

係弁護士と企業譲渡にからむ関係法令や判例な

どを協議し、具体的な対策を意思統一しました。

また、東自教労組は執行委員会で日通労組の

運動を支援していくことを確認し、共同センター

幹事会でも運動の支援を確認しました。

さらに、３月４日に開催した東自教労組の第

２５回中央委員会に来賓で参加していた日本共

産党・前衆議院議員の池内さおりさんからも激

励の言葉を貰いました。

日通労組は、日通本社やマジオネットに対し

て「会社分割に伴う労働契約の承継等に関する

法律（労働契約承継法）」など関係法令を遵守

し、労働協約の確実な承継を実施させる運動に

取り組むと同時に、納得のいかない労働条件の

引き下げなどには断固闘っていくことを表明し

ています。
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２月27日、中央支部は職場で２１春闘方針

学習会を開催しました。講師となった本部の

熊谷委員長は「休業補償、秋闘・年末一時金

など日頃の奮闘に感謝するとともに、２１春

闘でも他支部の牽引役になるような回答を引

き出し、組合員の生活改善を果たしてほしい」

と方針提起しました。

約１時間半の学習会で方針等は満場一致で

確認されました。
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新型コロナウイルスの感染拡大のもと、緊急事態宣言が発出され不要不急の外出自粛が要請さ

れている中、自教業界では多くの職場が繁忙期を迎えていますが、私たち自教労働者は、指定自

動車教習所・学校の運営という社会機能を維持する為に感染リスクを負いながらも通常通り働い

ています。それに加え「自らが感染しない・教習生や職員に感染させない」ために、体調管理や

行動自粛、消毒作業の徹底など例年以上の努力を重ねていることから労働力の価値が上がってい

るといえます。そのことからも、働く価値に見合った賃金水準に引き上げる事が大変重要と考え

ています。

本年四月一日には同一労働同一賃金が中小企業にも適用され、さらに、七〇歳までの就労確保

が努力義務化されます。東自教と共闘労組は組合員の声も高まっていることから、継続雇用者の

待遇差の解消と六五歳定年への引き上げを要求の基軸に取り組んでいくことを決定しました。コ

ロナ渦という厳しい情勢だからこそ、労使が真摯な交渉を実施し納得の上で職場運営を行ってい

く必要があると考えています。

貴社におかれましては、統一要求の趣旨を理解され、組合員の切実な要求である左記統一要求

の円満解決を図られるよう要求致します。

一、全ての自教労働者に一〇〇〇〇円以上の賃上げを行うこと。

二、継続雇用者の賃金・労働条件を改善すること。

三、定年を年金満額支給開始年齢に引き上げること。

四、初任給を引き上げること。

五、七〇歳までの就業機会確保措置を講じること。

六、新型コロナウイルスワクチン接種を希望する職員に対して特別休暇を付与すること。

七、年間一時金として平均一五〇万円以上を支給すること。配分は夏期分四五％、冬期分

五五％とし、夏期分は七月七日、冬期分は一二月八日までに支給すること。

八、その他、別紙による各支部ごとの要求を解決すること。

九、右要求について三月二五日に団体交渉を行い回答すること。

以 上


